
（別紙３）

○事業所名 児童発達支援・放課後等デイサービス　LUMO南柏校

○保護者評価実施期間
2026年　2月　4日 ～ 2026年　2月　18日

○保護者評価有効回答数 （対象者数） 55
21

○従業者評価実施期間
2026年　2月　4日 ～ 2026年　2月　18日

○従業者評価有効回答数 （対象者数） ５
５

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　2月18　日

事業所の強み（※）だと思われること
工夫していることや意識的に行っている取組等 さらに充実を図るための取組等

1

2

3

事業所の弱み（※）だと思われること
事業所として考えている課題の要因等 改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

2

3

（回答者数）

（回答者数）

保護者の質問や悩みに真摯に向き合う。 体験時、契約時、モニタリング時などで得た情報を
指導員間で細かく共有している。
フィードバック時やLINEなどのやり取りの中で一緒
に考える。

いつ相談がきてもいいように、日々の子ども達の
様子を見て気づいたことをメモしておく。
（セッション後）

子ども達が楽しめるような運動を考えて行ってい
る。

楽しんでもらえるよう、新たな運動メニューを職員
で考え実行している。

どの原始反射を調えるメニューなのかがわかるよ
うに、一覧にまとめる。
個々のアプローチの仕方を考え、共有できるように
する。

指導員の連携 送迎ありで週7日開校できているのは、指導員間の連
携があるからこそ。
お互いにできることを責任を持って行い、お互いに
補いあっている。

人員が不足して、補いあっても勤務時間内にできる
ことが限られる。そのため、業務を整理し、効率化
を図る。

指導員が不足している。 セッションを1番に考えたいが、送迎やその他の業務
にかかる時間が多い。

業務の手間を省き、簡素化する。業務のマニュアル
を作り、みんながどの業務もできるようにする。

○ 分析結果

※より強化・充実を図ることが期待されること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること


